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1 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 9号　平成 29年 3月

　
　『貧
道
集
』
の
編
纂
意
図
　―
藤
原
教
長
の
和
歌
と
仏
教
―
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〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

　

現
代
の
我
々
に
は
、〈
同
じ
〉
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
〈
違
う
〉
こ
と
の
ほ
う
に
よ
り
高
い
価
値
を
認
め
、
そ
こ
に
新
た
な
創
造
が
生
ま

れ
る
よ
う
に
捉
え
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
「
同
じ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
多
く
が
変
化
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
何
ら

か
の
記
述
命
題
を『
真
』に
保
つ
た
め
に
、他
の
命
題
が
変
化
し
つ
づ
け
て
い
る）

1
（

」。
つ
ま
り
は
、〈
変
化
〉の
結
果
と
し
て
表
出
す
る〈
違
い
〉

の
基
底
に
は
、
何
ら
か
の
〈
真
〉
を
〈
同
じ
〉
に
保
と
う
す
る
働
き
が
否
応
な
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
面
上
の
〈
違
い
〉
が
見

え
る
か
否
か
は
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
の
関
係
性
に
よ
る
の
で
あ
り
、
表
面
上
は
〈
同
じ
〉
に
見
え
て
も
実
は
〈
違
う
〉
こ

と
も
あ
り
う
る
。
そ
う
し
た
時
に
、〈
同
じ
〉
で
あ
ろ
う
と
す
る
〈
真
〉
に
何
を
選
び
取
り
、
何
を
〈
変
化
〉
さ
せ
て
〈
違
い
〉
を
表
出
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2

さ
せ
る
か
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
蕉
風
に
お
い
て
、〈
不
易
流
行
〉が
俳
諧
の
本
質
を
捉
え
る
言
葉
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、こ
う
い
っ

た
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
の
交
響
の
系
譜
の
な
か
に
日
本
の
韻
文
学
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
同
じ
韻
文
学
で
あ
る
和
歌
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、〈
違
う
〉
こ
と
が
生
じ

る
機
縁
と
し
て〈
同
じ
〉で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、〈
同

じ
〉
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
〈
祈
り
〉〈
願
い
〉
の
中
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
と
は
〈
違
う
〉、
の
ち
の
時
代
の
あ
ら
た
な
価
値
観
を
生
む

土
壌
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

崇
徳
院
近
臣
の
藤
原
教
長
は
、
家
集
『
貧
道
集）

2
（

』
を
の
こ
し
た
歌
人
で
あ
る
と
と
も
に
、『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
（『
古
今
和
歌
集

註
』）
を
著
し
た
歌
学
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
学
に
お
い
て
は
、『
貧
道
集
』
雑
部
「
十
楽
歌
」
序
の
『
古
今
集
』
真
名
序
を
踏
ま

え
た
文
言
「
夫
動
天
地
感
鬼
神
莫
宜
於
和
歌
、
又
動
仏
界
感
聖
衆
惟
同
者
歟）

3
（

」
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
も
の
の
、
教
長
に
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
和
歌
観
が
あ
っ
た
か
の
検
討
は
詳
し
く
追
求
さ
れ
ず
、
ま
た
こ
れ
と
内
容
的
に
関
連
性
が
あ
る
和
歌
に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
考
察
さ

れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、教
長
自
身
が
そ
の
晩
年
に
編
ん
だ
と
さ
れ
る
家
集
『
貧
道
集
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
『
貧
道
集
』
は
、

四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
で
構
成
さ
れ
、
部
立
巻
頭
な
ど
の
要
所
に
は
崇
徳
院
の
命
で
提
出
し
た
百
首
歌
（『
崇
徳
天
皇
初
度
百
首
』『
久
安

百
首
』『
句
題
百
首
』）
を
配
置
、
雑
部
で
は
所
々
に
『
古
今
集
』
真
名
序
を
ふ
ま
え
た
文
言
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
貧
道
集
』

の
編
纂
意
識
に
は
『
古
今
集
』
か
ら
続
く
政
教
的
詩
学）

4
（

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、そ
こ
に
は
和
歌
の
伝
統
と
は
流
れ
が
〈
違

う
〉
仏
教
思
想
に
よ
り
『
古
今
集
』
両
序
を
補
完
し
て
い
く
態
度
が
見
ら
れ
、院
政
期
に
お
け
る
政
教
的
詩
学
の
一
諸
相
が
認
め
ら
れ
る
。

教
長
は
、
崇
徳
院
崩
御
後
も
続
く
廷
臣
と
し
て
の
意
識
の
も
と
、
こ
の
政
教
的
詩
学
を
積
極
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
崇
徳
院
と
自
分

と
を
以
前
と
〈
同
じ
〉
で
あ
り
な
が
ら
も
、か
つ
〈
変
化
〉
し
た
関
係
性
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
〈
変
化
〉
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3 『貧道集』の編纂意図

と
は
、
教
長
の
〈
真
〉
を
保
つ
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
藤
原
教
長
の
歌
学
書
『
古
今
和
歌
集
註
』
と
家
集
『
貧

道
集
』
後
半
の
雑
部
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
崇
徳
院
に
仕
え
る
廷
臣
と
し
て
の
教
長
の
和
歌
観
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
日
本
文
化
に
お
け

る
〈
同
じ
〉
こ
と
と
〈
違
う
〉
こ
と
と
の
交
響
の
系
譜
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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教
長
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
多
賀
宗
隼
・
岩
橋
小
彌
太
・
髙
﨑
由
里
の
三
氏
に
よ
る
詳
し
い
調
査
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る）

5
（

。
次
に
、
髙
﨑
氏

の
論
文
を
も
と
に
教
長
の
事
蹟
を
抜
粋
し
て
示
し
、
教
長
の
和
歌
活
動
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
師
実
五
男
忠
教
と
醍
醐
源
氏
俊
明
女
と
の
間
に
出
生
。

　
　

保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
新
帝
崇
徳
受
禅
。
同
日
、
教
長
新
帝
昇
殿
を
聴
さ
れ
る
。

　
　

天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
こ
の
年
よ
り
崇
徳
内
裏
歌
壇
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　

永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
崇
徳
天
皇
譲
位
。
こ
れ
以
前
に『
初
度
百
首
』。
ま
た
、崇
德
天
皇
献
上
の
貫
之
妻
自
筆『
古
今
集
』を
書
写
。

　
　

天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
藤
原
顕
輔
に
勅
撰
集
詠
進
の
院
宣
（
院
司
・
教
長
）

　
　

久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）『
久
安
百
首
』
詠
進
終
わ
る
（
賜
題
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
））

　
　

仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）『
詞
花
集
』
詠
進
。
こ
れ
以
前
に
『
句
題
百
首
』。

　
　

保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
保
元
の
乱
。
出
家
（
法
名
「
観
蓮
」）。
常
陸
に
配
流
。

　
　

応
保
二
年
（
一
一
六
三
）
赦
免
・
召
還
。
し
ば
し
都
に
留
ま
っ
た
あ
と
高
野
山
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
以
降
、
多
く
の
歌
会
（
仁
和
寺
・
歌
林
苑
等
）
に
参
加
。
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長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
崇
徳
院
、
松
山
に
崩
御
。

　
　

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
元
性
法
印
（
崇
徳
院
皇
子
）
に
『
古
今
集
』
下
十
巻
を
講
義
。

　
　

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
崇
徳
院
本
『
古
今
集
』
書
写
。
守
覚
法
親
王
に
『
古
今
集
』
講
義
。

　
　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）『
別
雷
社
歌
合
』
出
詠
。

　

天
承
元
年
こ
ろ
か
ら
崇
徳
天
皇
周
辺
で
は
活
発
な
和
歌
活
動
が
確
認
で
き
、
永
治
元
年
に
は
崇
徳
天
皇
主
催
の
『
初
度
百
首
』
が
行
わ

れ
て
い
る
。
崇
徳
天
皇
は
、
在
位
時
の
『
初
度
百
首
』
以
降
、
譲
位
後
も
久
安
六
年
の
『
久
安
百
首
』、
仁
平
元
年
以
前
の
『
句
題
百
首
』

と
二
度
、
計
三
回
の
百
首
歌
を
主
催
し
て
お
り
、
教
長
は
三
度
と
も
出
詠
し
て
い
る
。
ま
た
、
崇
徳
天
皇
は
自
分
の
も
と
に
貸
し
出
さ
れ

た
、
紀
貫
之
の
妻
自
筆
の
『
古
今
集
』
を
教
長
に
書
写
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
写
さ
れ
た
『
古
今
集
』
を
崇
徳
院
本
『
古
今
集
』
と

言
う
。
の
ち
に
教
長
は
、
こ
の
崇
徳
院
本
な
ど
を
も
と
に
『
古
今
集
』
を
講
義
・
注
釈
し
て
い
る）

6
（

。
仁
平
元
年
に
は
、
崇
徳
院
下
命
の
勅

撰
和
歌
集
『
詞
花
和
歌
集
』
が
詠
進
さ
れ
る
。
し
か
し
、
保
元
元
年
の
鳥
羽
上
皇
崩
御
後
、
崇
徳
院
は
弟
後
白
河
天
皇
と
権
力
を
争
っ
て

保
元
の
乱
で
敗
北
し
、四
国
に
流
罪
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、教
長
も
出
家
し
て
観
蓮
と
名
乗
り
（
本
稿
で
は
出
家
以
降
も
教
長
と
称
す
）、

常
陸
に
流
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
長
は
、
応
保
二
年
に
赦
免
さ
れ
て
都
に
戻
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
空
海
が
開
い
た
真
言
宗
の
本

拠
地
で
あ
る
高
野
山
に
居
を
移
す
。
ま
た
、
都
に
戻
っ
て
か
ら
い
く
つ
か
の
歌
会
、
た
と
え
ば
仁
和
寺
御
室
の
歌
壇
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
長
寛
二
年
に
は
四
国
松
山
で
崇
徳
院
が
崩
御
、
こ
れ
以
降
、
都
に
還
御
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
崇
徳
院
が

怨
霊
に
な
っ
た
と
い
う
噂
が
さ
さ
や
か
れ
る
こ
と
と
な
る）

7
（

。
以
降
の
教
長
の
活
動
と
し
て
は
、
仁
和
寺
の
元
性
法
印
（
崇
徳
院
皇
子
）
や

守
覚
法
親
王
（
後
白
河
院
皇
子
）
に
『
古
今
集
』
を
講
義
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。『
別
雷
社
歌
合
』
へ
の
出
詠
を
最
後
に
、
治

承
四
年
（
一
一
八
〇
）
ま
で
に
は
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
教
長
の
和
歌
活
動
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
が
、
崇
徳
院
と
『
古
今
集
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
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5 『貧道集』の編纂意図

晩
年
の
安
元
元
年
か
ら
治
承
二
年
あ
た
り
に
編
ま
れ
た
の
が
、
本
稿
で
と
り
あ
つ
か
う
『
貧
道
集
』
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
関
し
て
、『
私

家
集
大
成
』
解
題
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

貧
道
集
は
、
収
載
歌
数
九
七
九
首
、
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
が
あ
る
。
現
存
本
に
は
後
人
の
注
記
の
混
入
が
み
ら
れ
る
（
九
四
五
左
注
）

が
、
原
型
は
教
長
最
晩
年
の
治
承
頃
の
自
撰
家
集
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
治
承
二
年
三
月
の
別
雷
社
歌
合
な
ど
の
歌
も
入
集
す

る
も
の
の
、
崇
徳
院
（
贈
謚
号
治
承
元
年
七
月
二
九
日
）
を
「
讃
岐
院
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
骨
格
に
な
っ
た
草
稿
は
安
元
末
年
頃
ま
で
に

は
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
歌
数
の
収
載
規
模
や
、
同
様
の
徴
証
か
ら
、
清
輔
集
・
重
家
集
・
長
秋
詠
藻
・
林
葉
集
・
頼
政
集
・

林
下
集
な
ど
と
ほ
ぼ
同
一
の
成
立
事
情
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る）

8
（

。

　

こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
は
教
長
に
よ
る
自
撰
家
集
と
捉
え
て
お
り
、
今
日
で
は
こ
の
共
通
認
識
の
も
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る）

9
（

。
そ

の
構
成
に
つ
い
て
は
、
髙
﨑
氏
が
「
非
常
に
緊
密
な
構
成
を
も
つ
部
類
家
集
で
あ
る
。
四
七
首
も
の
釈
教
歌
を
持
つ
と
い
う
点
も
特
色
に

数
え
ら
れ
よ
う）
10
（

」
と
指
摘
し
、
黒
田
氏
が
入
集
し
て
い
る
崇
徳
院
主
催
の
「
三
種
の
百
首
歌
は
抄
出
し
た
う
え
で
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
全
て
を
入
れ
な
が
ら
、
あ
え
て
こ
れ
を
部
立
の
中
に
解
体
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
略
〉
配
列
に
目
を
転
じ
る
と
、
四
季
・
恋
・
雑

部
の
始
に
は
す
べ
て
初
度
百
首
が
お
か
れ
る
」
と
指
摘
し
て
お
り）
11
（

、『
貧
道
集
』
の
構
成
要
素
と
し
て
百
首
歌
詠
出
歌
が
主
と
な
り
、
緊

密
な
配
列
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
釈
教
歌
に
特
色
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

百
首
歌
三
種
そ
れ
ぞ
れ
の
題
の
特
色
は
、『
初
度
百
首
』
は
堀
河
百
首
題
を
踏
襲
し
た
も
の
、『
久
安
百
首
』
は
大
枠
（
四
季
・
恋
お
よ

び
釈
教
・
羈
旅
・
神
祇
・
慶
賀
無
常
・
物
名
・
離
別
・
短
歌
〈
＝
長
歌
〉）
と
歌
数
の
み
指
示
、『
句
題
百
首
』
は
堀
河
百
首
題
に
永
久
百

首
題
、
為
忠
初
度
百
首
題
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
り）
12
（

、
こ
れ
ら
百
首
歌
に
お
い
て
共
通
し
て
規
範
と
さ
れ
て
い
た
の
が
『
堀
河
百
首
』
で

あ
る
。『
堀
河
百
首
』
と
は
、
堀
河
院
の
こ
ろ
大
江
匡
房
や
源
俊
頼
ら
十
六
人
（
十
四
人
）
が
詠
ん
だ
百
首
歌
で
、
一
首
毎
に
題
が
細
か

く
指
定
さ
れ
て
い
る
。
代
々
の
勅
撰
集
に
多
く
の
歌
が
採
ら
れ
た
こ
と
（『
金
葉
集
』
四
一
首
、『
詞
花
集
』
一
〇
首
、『
千
載
集
』
七
六
首
、 
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6

『
新
古
今
集
』
一
九
首
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
の
ち
の
ち
に
ま
で
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
多
く
の
歌
人
が
こ
の
堀
河
百
首
題
で
歌
を

詠
ん
で
い
る
。
松
野
氏
は
「
そ
も
そ
も
歌
材
・
歌
題
の
構
成
意
識
を
撰
集
や
歌
書
の
組
織
の
歴
史
の
中
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、
分
類
意
識

と
配
列
意
識
の
二
要
素
が
あ
り
〈
略
〉
堀
河
院
百
首
に
到
る
と
、
初
め
て
、
勅
撰
集
か
ら
凝
縮
さ
れ
た
が
如
く
に
両
要
素
は
融
合
さ
れ
、

〈
略
〉
代
々
の
勅
撰
集
類
の
美
的
伝
統
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
和
歌
的
宇
宙
の
公
約
数
的
な
も
の
が
、
質
量
と
も
に
程
よ
く
網
羅
さ
れ
て

い
る
」
と
し
、『
堀
河
百
首
』
以
前
で
こ
う
い
っ
た
質
量
と
も
に
程
よ
く
網
羅
さ
れ
て
百
に
近
い
題
を
集
成
し
た
も
の
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
み
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る）
13
（

。
続
け
て「
久
安
百
首
は〈
略
〉本
質
的
な
意
味
で
の
堀
河
百
首
の
継
承
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。〈
略
〉

一
連
の
状
況
は
、
本
百
首
を
勅
撰
集
資
料
と
し
よ
う
と
す
る
企
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
が
堀
河
百
首
と
金
葉
集
の
関
係
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
」（
松
野
氏
前
掲
論
文
）と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
集『
貧
道
集
』で
構
成
要
素
の
主
と
な
っ

て
い
る
三
種
の
百
首
歌
は
『
堀
河
百
首
』
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
貧
道
集
』
の
配
列
の
論
理
に
は
『
堀
河
百
首
』
の
「
和
歌
的

宇
宙
の
公
約
数
的
な
も
の
」
が
基
底
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、『
堀
河
百
首
』
に
は
な
い
特
色
と
し
て
、
釈
教
題
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
釈
教
題
は
『
久
安
百
首
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、『
貧
道
集
』
に
は
『
久
安
百
首
』
以
外
の
釈
教
題
詠
も
入

集
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
釈
教
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
雑
部
に
は
、『
堀
河
百
首
』
と
は
違
う
配
列
論
理
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
貧
道
集
』
雑
部
に
は
、
教
長
の
和
歌
活
動
に
お
い
て
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
『
古
今
集
』
の
真
名
序
を
詞
書
な
ど
で
取
り
上

げ
る
「
十
楽
歌
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
雑
部
を
考
察
す
る
こ
と
は
『
貧
道
集
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

教
長
が
真
名
序
の
も
つ
政
教
的
詩
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
発
展
さ
せ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
糸
口
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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7 『貧道集』の編纂意図
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『
貧
道
集
』
の
「
貧
道
」
と
は
、「
仏
道
修
行
が
未
熟
な
こ
と
、
ま
た
修
行
未
熟
な
僧
。
転
じ
て
、
僧
の
謙
遜
の
自
称）
14
（

」
で
あ
り
、
こ
こ

に
出
家
後
の
教
長（
観
蓮
）の
僧
と
し
て
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
歌
僧
教
長（
観
蓮
）が
、『
貧
道
集
』に
載
せ
た
釈
教
歌
は
次
の
歌
々

で
あ
る
。

　
　

法
華
経
二
十
八
品
歌
〔
八
三
〇
〜
八
四
六　

具
経
、
結
経
を
含
む
〕

　
　
『
久
安
百
首
』
釈
教
〔
八
四
七
〜
八
五
一
〕

　
　

不
浄
観
等
そ
の
他
〔
八
五
二
〜
八
五
九
〕

　
　

四
弘
誓
願
歌
〔
八
六
〇
〜
八
六
三
〕

　
　

十
楽
歌
〔
八
六
四
〜
八
七
五
〕

　
　

そ
の
他
〔
八
七
六
〕

　
「
法
華
経
二
十
八
品
歌
」
は
読
ん
で
字
の
と
お
り
『
法
華
経
』
を
詠
ん
だ
釈
教
歌
で
あ
る
。『
久
安
百
首
』
釈
教
の
題
を
次
に
あ
げ
よ
う
。

　
　
【
十
住
心
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
歌
題
】

　
　

他
縁
大
乗
住
心 

第
六
（
法
相
宗
）  　
　

化
縁
大
乗　

五
性
各
別

　
　

覚
心
不
生
住
心 

第
七
（
三
論
宗
）  　
　

覚
心
不
生　

八
不
中
道

　
　

一
道
無
為
住
心 

第
八
（
天
台
宗
）  　
　

一
道
無
相　

一
乗
仏
性

　
　

極
無
自
性
住
心 

第
九
（
華
厳
宗
）  　
　

極
無
自
性
三
界
唯
心

　
　

秘
密
荘
厳
住
心 

第
十
（
真
言
宗
）  　
　

秘
密
荘
厳
即
身
成
仏
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『
久
安
百
首
』
の
題
は
、
大
き
な
枠
が
指
示
さ
れ
た
だ
け
で
細
か
い
題
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
具
体
的
な
題
を
選
ん
だ
の
は

教
長
自
身
で
あ
る
。
選
ん
だ
題
は
、
空
海
の
主
著
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
論
じ
ら
れ
る
「
十
住
心
」
に
由

来
し
て
お
り
、『
久
安
百
首
』
の
ほ
か
の
歌
人
は
選
ん
で
い
な
い
。
在
俗
時
の
『
久
安
百
首
』
釈
教
題
に
こ
の
「
十
住
心
」
を
選
ん
だ
こ

と
と
、
出
家
後
に
高
野
山
や
仁
和
寺
に
向
か
う
こ
と
と
は
軌
を
一
に
す
る
行
動
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、「
不
浄
観
」
な
ど
そ
の
他
の
歌
の

あ
と
に
「
四
弘
誓
願
歌
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
四
弘
誓
願
」
と
は
菩
提
心
を
発
す
と
き
に
立
て
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
四
種
の
誓
願 

（「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」「
煩
悩
無
辺
誓
願
断
」「
法
門
無
尽
誓
願
知
」「
無
常
菩
提
誓
願
証
」）
で
「
総
願
」
と
も
言
い
、恵
心
僧
都
源
信
の
『
往

生
要
集
』
大
文
第
四
「
正
修
念
仏
」
第
三
「
作
願
門
」
に
は
「
菩
提
心
〈
略
〉
行
相
者
。
總
謂
之
願
作
佛
心
。
亦
名
上
求
菩
提
下
化
衆
生

心
。
別
謂
之
四
弘
誓
願
（
菩
提
心
の
〈
略
〉
行
相
と
は
、
惣
じ
て
こ
れ
を
謂
は
ば
仏
に
作
ら
ん
と
願
う
心
な
り
。
ま
た
、
上
は
菩
提
を
求

め
、
下
は
衆
生
を
化す
く

う
心
と
も
名
づ
く
。
別
し
て
こ
れ
を
謂
は
ば
四
弘
誓
願
な
り）

15
（

」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
願
に
続
き
、
同
じ
く

『
往
生
要
集
』
で
説
か
れ
る
「
十
楽
歌
」
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
十
楽
」
と
は
、
極
楽
浄
土
に
お
け
る
十
種
類
の
楽
し
み
を
さ
す
。

　
　

 

大
文
第
二
欣
求
淨
土
者
。
極
樂
依
正
功
徳
無
量
。
百
劫
千
劫
説
不
能
盡
。
算
分
喩
分
亦
非
所
知
。
然
群
疑
論
明
三
十
種
益
。
安
國
抄

㐥
二
十
四
樂
。
既
知
稱
揚
只
在
人
心
。
今
擧
十
樂
而
讃
淨
土
。
猶
如
一
毛
之
渧
大
海
（
大
文
第
二
に
、
欣
求
淨
土
と
は
、
極
楽
の
依

正
の
功
徳
、
無
量
に
し
て
。
百
劫
・
千
劫
に
も
説
い
て
尽
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
算
分
・
喩
分
も
ま
知
る
所
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
に
群

疑
論
に
は
三
十
種
の
益
を
明
し
、
安
国
抄
に
は
二
十
四
の
楽
を
㐥
す
。
既
に
知
ん
ぬ
、
称
揚
は
た
だ
人
の
心
に
あ
る
こ
と
を
。
今
、

十
の
楽
を
挙
げ
て
浄
土
を
讃
へ
ん
に
、
猶
し
一
毛
も
て
大
海
を
濡し

た
た

ら
す
が
如
し
）。
一
聖
衆
來
迎
樂
。
二
蓮
華
初
開
樂
。
三
身
相
神

通
樂
。
四
五
妙
境
界
樂
。
五
快
樂
無
退
樂
。
六
引
接
結
縁
樂
。
七
聖
衆
倶
會
樂
。
八
見
佛
聞
法
樂
。
九
隨
心
供
佛
樂
。
十
増
進
佛
道

樂
也
。〔
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
冒
頭
〕

　

十
楽
歌
に
は
こ
の
『
往
生
要
集
』
の
波
線
箇
所
と
対
応
し
た
序
が
付
さ
れ
、
そ
こ
に
は
『
古
今
集
』
真
名
序
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
釈
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9 『貧道集』の編纂意図

教
歌
で
は
、
こ
の
「
十
楽
歌
」
に
の
み
『
古
今
集
』
真
名
序
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 
極
楽
依
正
、
功
徳
無
量
、
算
分
喩
兮
（
稿
者
注
・
分
）
非
所
知
、
今
挙
十
楽
而
讃
浄
土
、
猶
如
一
毛
渧
大
海
云
云
。
而
題
此
十
楽
之

讃
嘆
、
詠
其
十
首
之
歌
頌
。
夫
動
天
地
感
鬼
神
、
莫
宜
於
和
歌
。
又
動
仏
界
感
聖
衆
惟
同
者
歟
。
謂
倭
歌
者
我
国
之
語
也
。
漢
土
言

偈
頌
、
天
竺
云
唱
陀
南
。
而
顕
経
論
之
肝
心
、
学
仏
法
之
髄
脳
、
以
偈
頌
為
規
模
。
因
茲
為
我
国
風
俗
、
以
和
歌
展
彼
十
楽
、
豈
非

至
誠
一
心
之
讃
嘆
乎
。
随
則
大
聖
文
殊
者
諸
仏
智
母
也
。
代
飢
人
正
答
班
鳩
宮
太
子
之
麗
藻
、
称
行
基
亠加
贈
霊
鷲
山
釈
尊
之
佳
篇
。

加
之
弘
法
者
東
寺
密
法
之
曩
祖
也
。
湧
五
七
六
義
之
言
泉
、
寄
返
報
於
高
津
焉
。
伝
教
者
天
台
円
教
之
先
哲
也
。
作
三
十
一
字
之
詞

条
、
祈
冥
加
於
杣
山
矣
。
自
爾
以
降
、
云
貴
賤
云
聖
凡
、
無
以
和
歌
不
通
情
。
爰
我
等
之
懇
志
在
極
楽
、
以
倭
歌
呈
之
。
其
詞
云
（
極

楽
の
依
正
、
功
徳
無
量
に
し
て
、
算
分
喩
分
も
知
る
所
あ
ら
ず
、
い
ま
十
楽
を
挙
げ
て
浄
土
を
讃
へ
む
に
、
猶
し
一
毛
も
て
大
海
を

濡し
た
た

ら
す
が
ご
と
し
と
云
云
。
而
し
て
、
こ
の
十
楽
の
讃
嘆
を
題
し
、
そ
の
十
首
の
歌
頌
を
詠
ぜ
む
。
そ
れ
天
地
を
動
か
し
鬼
神
を
感

ぜ
し
む
る
は
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
。
ま
た
仏
界
を
動
か
し
聖
衆
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
こ
れ
同
じ
き
者
か
。
謂
へ
ら
く
倭
歌
は
我

国
の
語
な
り
。
漢
土
に
は
偈
頌
を
言
ひ
、
天
竺
に
は
唱
陀
南
を
云
ふ
。
而
し
て
経
論
の
肝
心
を
顕
し
、
仏
法
の
髄
脳
を
学
ぶ
に
、
偈

頌
を
も
っ
て
規
模
と
な
す
。
こ
こ
に
因
り
て
我
が
国
の
風
俗
と
し
て
、
和
歌
を
も
っ
て
か
の
十
楽
を
展の

ぶ
。
豈
に
至
誠
一
心
の
讃
嘆

に
あ
ら
ず
や
。
随
へ
ば
則
ち
大
聖
文
殊
は
諸
仏
の
智
母
な
り
。
飢
人
に
代
は
り
正
に
班
鳩
宮
太
子
の
麗
藻
に
答
へ
、
行
基
亠加
と
称

し
て
霊
鷲
山
に
釈
尊
の
佳
篇
を
贈
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
弘
法
は
東
寺
密
法
の
曩
祖
な
り
。
五
七
、
六
義
の
言
泉
を
湧
か
し
、
返
報

を
高
津
に
寄
す
。
伝
教
は
天
台
円
教
の
先
哲
な
り
。
作
三
十
一
字
の
詞
条
と
作
り
、
祈
冥
加
を
杣
山
に
祈
る
。
そ
れ
よ
り
以
降
、
貴

賤
と
云
ひ
、
凡
と
云
ひ
、
和
歌
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
。
爰
に
我
等
の
懇
志
、
極
楽
に
在
り
、
倭
歌
を
も
っ
て
こ
れ
を
呈

す
。
其
の
詞
に
云
は
く
）。

　

冒
頭
で
は
『
往
生
要
集
』
を
ふ
ま
え
、「
極
楽
浄
土
と
そ
こ
に
住
む
人
の
功
徳
は
無
量
で
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
な
数
や
比
喩
で
も
示
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す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
、
十
楽
を
挙
げ
て
浄
土
を
讃
歎
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
少
し
の
水
で
大
海
を
満
た
そ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の

だ
」
と
述
べ
た
あ
と
、「
そ
う
で
は
あ
る
が
敢
え
て
こ
の
十
楽
の
讃
歎
を
題
と
し
て
十
首
の
歌
頌
を
詠
う
」
と
続
け
、「
そ
れ
天
地
を
動
か

し
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
」
と
『
古
今
集
』
真
名
序
を
引
用
し
た
あ
と
に
、「
ま
た
仏
界
を
動
か
し
聖
衆
を
感

ぜ
し
む
る
は
、
こ
れ
同
じ
き
者
か
」
と
和
歌
は
仏
や
聖
衆
の
心
を
動
か
す
こ
と
も
同
様
に
出
来
る
の
で
あ
る
と
加
え
る
。
そ
の
根
拠
と
し

て
「
わ
が
国
の
語
が
和
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢
土
で
は
偈
頌
、
天
竺
で
は
唱
陀
南
と
い
う
。
漢
土
で
は
天
竺
か
ら
伝
わ
っ
た
仏
教
の

経
論
の
大
事
な
意
味
を
漢
土
の
語
で
あ
る
偈
頌
で
顕
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、わ
が
国
の
和
歌
で
も
同
様
に
天
竺
・
漢
土
か
ら
伝
わ
っ

た
経
論
の
大
事
な
意
味
を
顕
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
論
理
を
作
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
「
我
が
国
の
風
俗
と
し
て
、

和
歌
を
も
っ
て
か
の
十
楽
を
展
」
べ
る
の
で
あ
り
、「
我
が
国
の
風
俗
で
あ
る
倭
歌
で
も
誠
実
な
心
は
伝
わ
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

続
い
て
そ
の
具
体
例
が
示
さ
れ
た
後
、
最
後
に
傍
線
部
「
貴
賤
と
云
ひ
、
凡
と
云
ひ
、
和
歌
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
と
し
め

く
く
り
終
え
る
。
こ
の
序
で
注
目
し
た
い
の
は
、
真
名
序
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
　

 

動
天
地
感
鬼
神
化
人
倫
和
夫
婦
莫
宜
於
和
歌
〈
略
〉
其
後
雖
天
神
之
孫
海
童
之
女
莫
不
以
和
歌
通
情
者
（
天
地
を
動
か
し
鬼
神
を
感

ぜ
し
め
、
人
倫
を
化
し
、
夫
婦
を
和
ぐ
る
は
、
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
な
し
〈
略
〉
そ
の
後
、
天
神
の
孫
、
海
童
の
女
と
い
へ
ど
も
、

和
歌
を
も
ち
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
）。

　

真
名
序
と
は
傍
線
部
が
対
応
し
、「
十
楽
歌
」
序
で
は
そ
れ
に
仏
や
聖
衆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
十
楽
歌
序
の
文
章
と
類
似
し

た
も
の
が
、
教
長
の
『
古
今
集
』
講
義
を
も
と
に
し
た
注
釈
書
『
古
今
和
歌
集
註
』
に
み
ら
れ
る
。「
十
楽
歌
」
序
の
形
成
や
意
味
を
考

え
る
た
め
に
は
、
こ
の
『
古
今
集
註
』
と
の
比
較
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
次
に
言
葉
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。

　
　

 

コ
ヽ
ニ
梵
語
者
天
竺
之
唱
、
漢
語
者
唐
朝
之
稱
、
和
語
者
我
國
之
詞
、
雖
依
所
異
名
唯
意
趣
惟
同
也
。
天
竺
世
俗
之
文
無
傳
、
唯
以

經
論
察
杣
山
矣
。
云
佛
云
神
莫
以
和
哥
不
通
情
、
思
古
案
今
為
述
篇
什
早
散
憤
〈
略
〉
至
于
哥
人
者
、
以
人
丸
為
曩
祖
〈
略
〉
唯
以

࠙ㄽᩥࠚⲨᮌඃஓඛ⏕�LQGG����� ���������������������



11 『貧道集』の編纂意図

古
今
和
哥
集
為
規
模
。
末
世
之
哥
人
又
可
守
此
末
流
而
已
（
こ
ゝ
に
梵
語
は
天
竺
の
唱
、
漢
語
は
唐
朝
の
称
、
和
語
は
我
国
の
詞
、

所
に
依
り
て
名
の
異
な
る
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
意
趣
は
こ
れ
同
じ
な
り
。
天
竺
世
俗
の
文
は
伝
は
る
こ
と
な
く
、
た
だ
経
論
を
も
っ

て
杣
山
を
察
す
。
仏
と
い
ひ
、
神
と
い
ひ
、
和
哥
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
。
古
を
思
ひ
今
を
案
ず
る
に
、
篇
什
を
述
べ
れ

ば
、
早
く
憤
り
を
散
ら
し
た
り
。〈
略
〉
哥
人
に
至
り
て
は
、
人
丸
を
も
っ
て
曩
祖
と
な
す
。〈
略
〉
た
だ
古
今
和
哥
集
を
も
っ
て
規

模
と
な
す
。
末
世
の
哥
人
ま
た
こ
の
末
流
を
守
る
べ
き
の
み）
16
（

）。

　
「
十
楽
歌
」
序
末
尾
の
傍
線
部
「
貴
賤
と
云
ひ
、凡
と
云
ひ
、和
歌
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
は
『
古
今
集
注
』
の
「
仏
と
い
ひ
、

神
と
い
ひ
、
和
哥
を
も
っ
て
情
を
通
ぜ
ざ
る
は
な
し
」
と
、「
仏
と
い
ひ
、
神
と
い
ひ
」
は
「
十
楽
歌
」
序
最
初
の
傍
線
部
「
ま
た
仏
界

を
動
か
し
聖
衆
を
感
ぜ
し
む
る
」
と
も
対
応
す
る
。
そ
し
て
、次
に
二
つ
の
言
葉
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
二
重
傍
線
部
「
規
模
」
と
「
曩

祖
」
で
あ
る
。「
規
模
」
は
、「
十
楽
歌
」
序
で
は
「
偈
頌
」、『
古
今
集
注
』
で
は
「
古
今
和
歌
集
」、「
曩
祖
」
は
「
十
楽
歌
」
序
で
は
「
弘

法
大
師
空
海
」、『
古
今
集
注
』
で
は
「
柿
本
人
丸
（
人
麿
）」
と
な
っ
て
お
り
、
仏
教
と
和
歌
の
対
応
と
い
う
共
通
項
の
も
と
、
一
対
一
、

対
応
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、一
対
一
で
対
応
さ
せ
て
い
る
教
長
の
思
考
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
次
に「
十

楽
歌
」
の
歌
自
体
を
見
て
い
く
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
釈
教
歌
の
読
み
方
に
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
釈
教

歌
、
と
く
に
仏
教
経
典
の
文
句
を
題
と
し
た
法
文
歌
の
詠
作
方
法
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
ａ
．
具
体
的
な
経
典
の
文
句
を
詠
み
込
む
場
合

　
　
ｂ
．
関
係
の
あ
り
方
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
む
場
合

　
ａ
が
直
訳
で
あ
る
の
に
対
し
、
ｂ
は
必
ず
し
も
直
訳
で
は
な
く
、
叙
景
歌
に
近
づ
い
て
い
く
。
中
に
は
題
を
取
り
除
い
て
単
な
る
叙
景

歌
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
も
可
能
な
も
の
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

今
回
、
取
り
上
げ
る
十
楽
歌
はａ
に
該
当
す
る
。
し
か
し
、ａ
の
場
合
、
今
日
で
は
文
芸
的
に
価
値
が
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

࠙ㄽᩥࠚⲨᮌඃஓඛ⏕�LQGG����� ���������������������
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題
（
十
楽
）
　
　
　

和　
　
　

歌

　
　
『 

往 

生 

要 

集 

』

讃
・
偈

①
聖
衆
来
迎
楽

唱
へ
お
き
し
阿
弥
陀
は
御
名
に
応
へ
て
ぞ

あ
ま
た
来
ま
し
て
今
日
は
迎
ふ
る

念
仏
功
積
、
運
心
年
深
之
者
、
臨
命
終
時
〈
略
〉
弥
陀
如
来
以
本
願
故
、

諸
菩
薩
百
千
比
丘
衆
、
放
大
光
明
、
浩
然
在
目
前

竜
樹
偈

②
蓮
花
初
開
楽

ひ
ら
け
ゐ
る
蓮
の
花
の
楽
し
び
は

つ
ゆ
も
心
ぞ
お
き
ど
こ
ろ
な
き

蓮
華
初
開
楽
者
、
行
者
生
彼
国
已
、
蓮
華
初
開
時
、
所
有
歓
楽
、
倍
前

百
千

竜
樹
偈

③
身
相
神
通
楽

か
ず
し
ら
ぬ
仏
の
国
も
く
ら
か
ら
ず

身
よ
り
光
の
さ
す
に
ま
か
せ
て

身
相
神
通
楽
者
、
彼
土
衆
生
、
其
身
真
金
色
、
内
外
倶
清
浄
、
常
有
光
明
、

彼
此
互
照

竜
樹
偈

　

同　

右

い
さ
ぎ
よ
き
光
さ
す
身
と
な
り
ぬ
れ
ば

な
に
も
心
に
か
な
は
ぬ
は
な
し

身
相
神
通
楽
者
、
彼
土
衆
生
、
其
身
真
金
色
、
内
外
倶
清
浄
、
常
有
光
明
、

彼
此
互
照
〈
略
〉
又
彼
諸
衆
生
、
皆
具
五
通
、
妙
用
難
測
、
随
心
自
在

同　

右

④
五
妙
境
界
楽

妙
な
ら
ぬ
こ
と
の
な
き
か
な
大
空
も

庭
も
台
も
池
も
植
樹
も

一
切
万
物
、
窮
美
極
妙
〈
略
〉
彼
世
界
、
以
瑠
璃
為
地
〈
略
〉

諸
宝
床
座
〈
略
〉
宝
池
〈
略
〉
宝
樹
〈
略
〉
衆
宝
羅
網
、
弥
満
虚
空

世
親
偈

⑤
快
楽
無
退
楽

お
し
な
べ
て
み
な
楽
し
き
を
せ
き
つ
れ
ば

う
き
世
に
か
へ
る
道
は
と
ぢ
て
き

彼
西
方
世
界
、
受
楽
無
窮
〈
略
〉
処
是
不
退
、
永
免
三
途
八
難
之
畏
、
寿

亦
無
量
、
終
無
生
老
病
死
之
苦

竜
樹
偈

⑥
引
接
結
縁
楽

大
網
は
ま
づ
い
づ
れ
を
と
わ
か
ね
ど
も

結
び
し
契
り
と
く
ぞ
み
ち
び
く

華
厳
経
普
賢
願
云
〈
略
〉
一
切
円
満
尽
無
余
、
利
益
一
切
衆
生
界
、
無
縁

尚
尓
、
況
結
縁
乎

竜
樹
偈

⑦
聖
衆
倶
会
楽

よ
そ
な
が
ら
名
を
の
み
聞
き
て
頼
み
こ
し

ひ
じ
り
と
と
も
に
立
居
を
ぞ
す
る

如
経
云
、
衆
生
聞
者
、
応
当
発
願
願
生
彼
国
、
所
以
者
何
、
得
与
如
是
諸

上
善
人
倶
会
一
処

竜
樹
偈

⑧
見
仏
聞
法
楽

目
に
ち
か
く
月
の
み
か
ほ
の
照
ら
さ
ず
は

ま
こ
と
の
道
を
い
か
で
聞
か
ま
し

彼
国
衆
生
、
常
見
弥
陀
仏
、
恒
聞
深
妙
法

竜
樹
讃

　

同　

右

や
ほ
よ
ろ
づ
春
の
す
が
た
を
拝
み
つ
つ

聞
き
と
し
聞
く
も
法
な
ら
ぬ
か
は

水
鳥
樹
林
、
皆
演
妙
法
、
凡
所
欲
聞
、
自
然
得
聞

同　

右

⑨
随
心
供
仏
楽

か
た
が
た
の
仏
に
花
を
ひ
き
そ
へ
ん

わ
が
こ
の
国
の
あ
る
じ
の
み
か
は

彼
土
衆
生
、
昼
夜
六
時
、
常
持
種
種
天
華
、
供
養
無
量
寿
仏
〈
略
〉
供
養

他
方
十
万
億
仏

竜
樹
偈

⑩
増
進
仏
道
楽

誰
も
み
な
わ
た
す
心
を
端
と
し
て

上
な
き
道
に
す
す
む
な
り
け
り

往
十
方
引
接
衆
生
、
如
弥
陀
仏
大
悲
本
願
〈
略
〉
無
上
菩
提

竜
樹
偈
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13 『貧道集』の編纂意図

て
き
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
当
に
価
値
が
な
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
今
の
感
覚
と
は
違
っ
た
価
値
が

あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
有
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

具
体
的
に
歌
を
見
て
み
る
と
、
和
歌
と
『
往
生
要
集
』
の
直
訳
的
な
対
応
が
前
の
表
か
ら
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
④
下
句
「
妙
な
ら
ぬ

こ
と
の
な
き
か
な
」
は
、『
往
生
要
集
』
の
「
一
切
万
物
、
窮
美
極
妙
」
の
翻
訳
で
あ
る
。
ま
た
、「
大
空
も
庭
も
台
も
池
も
植
樹
も
」
は

『
往
生
要
集
』
の
言
葉
「
虚
空
」「
宝
床
座
」「
宝
池
」「
宝
樹
」
と
対
応
、
⑥
下
句
「
結
び
し
契
り
」
は
「
引
接
結
縁
楽
」
の
「
結
縁
」
と

対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
十
楽
歌
は
、
直
訳
的
に
『
往
生
要
集
』
の
文
句
と
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
語
と
歌
語
を
一
対

一
対
応
さ
せ
る
教
長
の
態
度
は
『
古
今
集
注
』
の
歌
の
解
釈
に
も
認
め
ら
れ
る
。

　

教
長
は
、
梅
の
に
ほ
ひ
（
香
り
）
を
詠
ん
だ
「
ち
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の
袖
に
と
ま
れ
る
」〔『
古
今
集
』

春
上
・
四
七
／
素
性
法
師
〕
に
天
台
宗
に
お
い
て
重
要
な
『
摩
訶
止
観
』
を
対
応
さ
せ
る
。

　
　

 

然
則
以
和
哥
戯
論
之
奇
語
、
翻
蓋
爲
菩
提
涅
槃
之
良
縁
。
況
乎
大
日
周
遍
之
戒
香
者
、
一
春
梅
香
之
芬
芳
也
。
一
色
一
香
無
非
中
道

之
故
、
豈
此
議
違
哉
（
然
れ
ば
則
ち
和
哥
戯
論
の
奇
語
を
も
っ
て
、
翻
し
て
蓋
ぞ
菩
提
涅
槃
の
良
縁
と
為せ

ざ
ら
む
。
況
ん
や
大
日
周

遍
の
戒
香
は
、
一
春
梅
香
の
芬
芳
な
り
。
一
色
一
香
、
中
道
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
き
故
、
豈
に
こ
の
議
違
は
む
や）
17
（

）。

　

こ
の
態
度
に
つ
い
て
、
岡
崎
真
紀
子
氏
は
「
教
長
の
注
は
、
歌
の
語
句
を
解
釈
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
仏
教
経
典
に
付
会
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
和
歌
は
仏
の
教
え
を
体
現
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
と
論
じ
る
こ
と
を
、
注
釈
の
落
と
し
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る）
18
（

」
と
指

摘
す
る
が
、
加
え
て
言
葉
を
一
対
一
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
と
仏
教
と
の
つ
な
が
り
を
確
実
な
も
の
に
し
、
和
歌
の
可
能

性
を
広
げ
よ
う
と
す
る
態
度
が
教
長
に
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
和
歌
の
世
界
を
広
げ
る
態
度
は
、同
時
代
の
西
行
や
、

あ
と
の
世
代
の
慈
円
に
も
見
ら
れ
る）
19
（

。

　

同
時
代
の
和
歌
の
可
能
性
を
広
げ
る
行
為
と
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
教
長
の
直
訳
と
も
言
う
べ
き
釈
教
歌
の
読
み
ぶ
り
は
、
真
名
序
を 

࠙ㄽᩥࠚⲨᮌඃஓඛ⏕�LQGG����� ���������������������
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「
十
楽
歌
」
序
に
引
用
し
て
背
景
と
す
る
こ
と
で
、
和
歌
の
言
葉
に
仏
教
の
概
念
を
取
り
込
む
、
和
歌
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
行
為
と
し

て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

教
長
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
営
為
を
『
貧
道
集
』
に
お
い
て
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

ه
ᶫ
ࡄ
ो
᪋
ᣜ
৵
Ȼ
ڨ
ो

ᶃʂ
̄
ާ
ᄍ
ᮐ
ᶴ
ᩋ
ඟ
୎
ͽ
Ȼ
ᶳ
៥
ᤍ
ᪿ
ᶴ
ࢊ
ఞ
Ɂ
ᥓ
Қ

ᶃ

　
『
貧
道
集
』
巻
末
に
は
『
久
安
百
首
』
の
長
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。（　
　

）
内
の
異
本
注
記
は
『
久
安
百
首
』
の
本
文
で
あ
る
。

　
　
　
　

讃
岐
院
百
首
歌
奉
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
、
添
へ
て
奉
れ
る
長
う
た

　

Ａ
梓
弓 

□春 

た
ち
ぬ
と
や 

み
吉
野
の 
山
に
霞
の 

棚
引
け
ば 

木
の
芽
も
今
は 

張
り
ぬ
ら
ん 

い
つ
し
か
と
の
み 

花
待
つ
と 

　
　

こ
の
も
か
の
も
に 

立
ち
交
じ
り 
家
路
忘
る
ゝ 

甲
斐
も
な
く 

咲
け
ば
か
つ
散
る 

は
か
な
さ
を 

あ
は
れ
い
つ
ま
で 

歎
き
つ
つ 

　
Ｂ
わ
が
身
の
上
に 

成
る
道
も
（
成
り
果
て
む
イ
） 
事
を
ば
知
ら
で 

□夏 

来
れ
ば 

繁
き
梢
に 

啼
く
蝉
の 

空
し
き
殻
と 

□秋 

は
な
る 

　
Ｃ
か
く
は
常
な
き 

世
な
れ
ど
も 

く
ま
な
き
月
を 
な
が
む
れ
ば 

も
の
思
ふ
こ
と
も 

忘
ら
れ
て 

心
一
つ
ぞ 

誇
ら
し
き 

　
Ｄ
さ
て
の
つ
も
り
は 

老
い
ら
く
の 

身
に
責
め
く
る
も 
白
露
の 

霜
と
し
な
れ
ば 

□冬 

の
野
に 

む
ら
む
ら
見
ゆ
る 

草
の
上
は 

　
　

み
な
白
妙
に 

な
り
に
け
り 

こ
れ
を
ば
よ
そ
と 

思
ひ
こ
し 
わ
が
身
汝
が
身
も 

今
は
た
だ 

黒
き
筋
な
き 

滝
の
糸
の 

　
Ｅ
く
る
く
る
君
に 

つ
か
ふ
と
て 

思
ひ
離
れ
る
（
思
ひ
離
れ
ぬ
イ
） 
う
き
世
な
り
け
り
〔
九
七
九
〕

　
『
貧
道
集
』
前
半
の
四
季
部
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
長
歌
で
は
、
春
夏
秋
冬
の
進
行
が
詠
ま
れ
、
そ
れ
に
み
ず
か
ら
の
人
生
、
老
い

さ
ら
ば
え
て
い
く
様
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
無
常
へ
の
歎
き
が
詠
ま
れ
る
中
で
、異
色
を
放
つ
Ｃ
末
尾
「
心
一
つ
ぞ
誇
ら
し
き
」

の
語
に
は
、「
く
ま
な
き
月
を
な
が
む
れ
ば
」
が
か
か
る
が
、
な
ぜ
月
を
見
る
と
誇
ら
し
く
思
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
月
」
は
釈
迦
の
象

࠙ㄽᩥࠚⲨᮌඃஓඛ⏕�LQGG����� ���������������������



15 『貧道集』の編纂意図

徴
で
あ
り
、「
真
如
の
月
」
を
示
す
場
合
も
あ
る
が
、
Ｄ
で
は
、「
さ
て
の
つ
も
り
は
老
い
ら
く
の
」
が
「
お
ほ
か
た
は
月
を
も
め
で
じ
こ

れ
ぞ
こ
の
積
れ
ば
人
の
老
と
な
る
も
の
」〔『
伊
勢
物
語
』
八
十
八
段
〕
を
想
起
さ
せ
る
た
め
、
誇
ら
し
い
つ
も
り
で
月
を
見
て
い
た
け
れ

ど
身
に
無
常
が
責
め
来
る
の
意
と
な
り
、
表
面
の
文
脈
上
で
は
「
真
如
の
月
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
Ｃ
は
月
を
見
な
が
ら
の

歌
会
、
宴
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
崇
徳
院
の
も
と
和
歌
に
関
わ
る
者
の
誇
り
が
表
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
長
歌
の
構
成
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

花
と
月
に
つ
い
て
詠
む
Ａ
Ｃ
で
は
、
花
月
詠
の
常
套
句
を
多
く
用
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｃ
は
和
歌
に
関
わ
る
行
為
を
詠
ん
で
い
る
箇
所

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
三
吉
野
の
山
も
霞
み
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん
」〔『
拾
遺
集
』
春
・
一
／ 

壬
生
忠
岑
〕
や
「
こ
の
里
に
旅
寝
し
ぬ
べ
し
桜
花
散
り
の
ま
が
ひ
に
家
路
忘
れ
て
」〔『
古
今
集
』
春
下
・
七
二
／
読
人
不
知
〕
な
ど
が
踏

ま
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｄ
で
は
無
常
を
詠
ん
で
お
り
、
Ａ
Ｃ
の
和
歌
に
関
す
る
行
為
と
対
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
に
和
歌
と
無
常
と
が
交
互
に
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
常
Ｄ
の
次
の
Ｅ
は
和
歌
に
関
す
る
行
為
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ「
く
る
く
る
君
に 

つ
か
ふ
と
て 
思
ひ
離
れ
る
（
思
ひ
離
れ
ぬ
イ
）
う
き
世
な
り
け
り
」
と
崇
徳
院
に
仕
え
て
き
た

こ
と
と
和
歌
に
関
す
る
行
為
と
が
重
な
り
合
う
こ
と
を
暗
示
す
る
。
こ
こ
に
和
歌
と
君
臣
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、『
久
安
百
首
』
の
「
思
ひ
離
れ
ぬ
」
の
本
文
で
は
こ
の
君
臣
関
係
こ
そ
が
無
常
に
優
先
す
べ
き
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
貧
道
集
』
収
載
歌
で
は
、『
久
安
百
首
』
の
際
に
詠
ま
れ
た
本
文
と
違
う
箇
所
が
あ
り
、
現
存
本
で
は
『
久
安
百
首
』
の
本

文
が
異
本
注
記
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
教
長
が
『
久
安
百
首
』
の
長
歌
を
『
貧
道
集
』
に
入
れ
る
際
、
改
作
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。「
成
る
道
も
（
成
り
果
て
む
イ
）」
の
『
久
安
百
首
』
本
文
「
成
り
果
て
む
」
は
花
が
咲
け
ば
す
ぐ
散
る
は
か
さ
な
は
自
分
に

も
同
様
に
訪
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、
末
尾
「
思
ひ
離
れ
る
（
思
ひ
離
れ
ぬ
イ
）
う
き
世
な
り
け
り
」
の
『
久
安
百
首
』
本
文 

「
思
ひ
離
れ
ぬ
」は
崇
徳
院
に
仕
え
て
い
る
の
で
憂
き
世（
つ
ら
い
世
の
中
）か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い（
出
家
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）

࠙ㄽᩥࠚⲨᮌඃஓඛ⏕�LQGG����� ���������������������
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と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
平
安
朝
の
長
歌
に
典
型
的
な
訴
嘆
調
を
ふ
ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う）
20
（

。
そ
れ
に
対
し
て
『
貧
道
集
』
で

は
「
成
り
果
て
む
」
を
完
全
に
悟
る
意
の
「
成
る
道
も
」
に
変
え
て
仏
道
の
成
る
道
と
は
知
ら
ず
に
和
歌
に
励
ん
だ
さ
ま
と
し
、
末
尾
も 

「
思
ひ
離
れ
ぬ
」
を
憂
き
世
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
出
来
る
意
の
「
思
ひ
離
れ
る
」
と
変
え
る
こ
と
で
、
君
臣
関
係
を
無
常
を
乗
り
越
え
る

機
縁
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
箇
所
の
改
作
に
よ
り
、『
久
安
百
首
』
で
は
単
な
る
訴
嘆
調
だ
っ
た
長
歌
が
『
貧
道
集
』
で
は
崇
徳
院
と
歌
の
場
を
共
有
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
は
救
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
、
院
に
対
す
る
恩
愛
と
感
謝
の
念
を
詠
ん
だ
歌
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
態
度
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
空
海
「
仏
経
を
講
演
し
て
四
恩
の
徳
を
報
ず
る
表
白 

一
首
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
四
恩
で
あ
ろ
う）

21
（

。

四
恩
と
は
、
こ
の
世
で
受
け
る
四
つ
の
恩
①
父
母
、
②
国
王
、
③
衆
生
、
④
三
宝
（
仏
・
宝
・
僧
）
を
指
し
、
崇
徳
院
は
②
国
王
の
恩
に

あ
た
る
。

　

ま
た
、
崇
徳
院
が
歌
人
た
ち
に
多
く
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
看
過
で
き
な
い
。
西
行
は
保
元
の
乱
後
、
敗
れ
た
崇
徳
院
が
剃
髪

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
崇
徳
院
の
運
命
に
対
す
る
深
い
悲
し
み
を
詠
ん
で
い
る
（『
山
家
集
』
雑
・
一
二
二
七
〜
二
九
番
歌
）。

　
　
　
　

 

世
中
に
大
事
い
で
き
て
、
新
院
あ
ら
ぬ
様
に
な
ら
せ
を
は
し
ま
し
て
、
御
髪
お
ろ
し
て
仁
和
寺
の
北
院
に
お
は
し
ま
し
け
る
に
、

ま
い
り
て
、
兼
賢
阿
闍
梨
い
で
あ
ひ
た
り
、
月
あ
か
く
て
よ
み
け
る

　
　

か
ゝ
る　

世
に
影
も
か
は
ら
ず
す
む
月
を
み
る
我
身
さ
へ
恨
め
し
き
か
な

　
　
　
　

讃
岐
に
お
は
し
ま
し
て
の
ち
、
哥
と
云
事
の
世
に
い
と
聞
こ
え
ざ
り
け
れ
ば
、
寂
然
が
も
と
へ
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
　

言
の
葉
の
な
さ
け
絶
え
に
し
折
節
に
あ
り
あ
ふ
身
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ

　
　
　
　

か
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
然

　
　

し
き
し
ま
や
絶た

え
ぬ
る
道
に
な
く
࠭
࠯
も
君
と
の
み
こ
そ
跡
を
忍
ば
め

࠙ㄽᩥࠚⲨᮌඃஓඛ⏕�LQGG����� ���������������������



17 『貧道集』の編纂意図

　

西
行
は
、
新
院
崇
徳
院
が
思
い
も
よ
ら
な
い
運
命
に
陥
っ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
対
す
る
寂
然
の
返
歌
で
は
崇
徳
院
が
い
な
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
和
歌
の
道
が
途
絶
え
て
し
ま
う
と
詠
む
。
ま
た
、
藤
原
俊
成
の
も
と
に
は
亡
き
崇
徳
院
か
ら
長
歌
が
届
け
ら
れ
て
い
る）
22
（

。
俊
成

は
、
崇
徳
院
の
弟
後
白
河
院
崩
御
の
際
も
長
歌
を
詠
む
が
、
そ
の
長
歌
に
つ
い
て
渡
部
泰
明
氏
は
「
ひ
た
す
ら
な
崇
徳
院
へ
の
追
慕
に
比

べ
れ
ば
、
後
白
河
院
へ
の
思
い
に
は
、
い
く
ば
く
か
の
距
離
感
・
疎
外
感
を
宿
ら
せ
て
い
る
節
が
あ
る
。
逆
に
そ
れ
だ
け
に
、
後
白
河
院

追
悼
の
表
現
か
ら
崇
徳
院
哀
悼
の
情
念
を
透
視
し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る）
23
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
俊
成
と
崇
徳
院
と
の
深
い
繋
が
り

に
言
及
し
て
い
る
。
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
崇
徳
院
は
、
慕
う
べ
き
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
教
長
に
と
っ
て
は
自
分
を
来
世
に
導
い
て
く
れ

る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
崇
徳
院
は
教
長
に
と
っ
て
四
恩
の
う
ち
②
国
王
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
の
智
恵
を
授
け
て
く

れ
る
④
三
宝
（
僧
宝
）
で
あ
っ
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
長
歌
の
改
作
が
来
世
に
導
い
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
崇
徳
院
を
捉
え
直
す
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、『
貧

道
集
』
末
尾
の
配
列
か
ら
も
肯
定
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
二
節
に
お
い
て
『
貧
道
集
』
雑
部
の
配
列
に
は
『
堀
河
百
首
』
と

は
違
う
枠
組
の
論
理
が
あ
る
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
論
理
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
堀
川
百
首
題
そ
の

も
の
が
朗
詠
集
題
に
遡
行
し
て
ゆ
く
要
素
の
あ
る
こ
と）
24
（

」
を
勘
案
す
れ
ば
、そ
れ
は
決
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
次
に
『
和

漢
朗
詠
集
』
下
の
題
を
示
し
、『
貧
道
集
』
雑
歌
部
の
詞
書
と
一
致
す
る
も
の
に
は
傍
線
を
付
し
た
。

　
　

風　

雲　

晴　

暁　

松　

竹　

草　

鶴　

猿　

管
絃
付
舞
妓　

　
　

文
詞
付
遺
文　

酒　

山　

山
水　

水
付
漁
父　

禁
中　

故
京　

故
宮
付
故
宅

　
　

仏
事　

仙
家
付
道
士
隠
倫　

山
家　

田
家　

隣
家　

山
寺　

僧　

閑
居　

　
　

眺
望　

餞
別　

行
旅　

庚
申　

帝
王
付
法
皇　

親
王
付
王
孫　

丞
相
付
執
政

　
　

将
軍　

刺
史　

詠
史　

王
昭
君　

妓
女　

遊
女　

老
人　

交
友　

懐
旧
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述
懐　

慶
賀　

祝　

恋　

無
常　

白

　

完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
主
要
な
部
分
に
関
し
て
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
配
列
が
重
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
重
線
に
関
し
て
は
、

そ
の
内
容
か
ら
そ
の
題
と
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
遊
女
・
老
人
に
あ
た
る
『
貧
道
集
』
雑
歌
・
九
四
六
〜
七
番
歌
を
取
り
上

げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

遊
女
不
定
宿　
句
題
百
首

　
　

か
り
の
世
を
思
ひ
知
て
や
白
浪
の
う
き
た
る
舟
に
よ
る
べ
定
め
ぬ
（
九
四
六
）

　
　
　
　

齢
及
七
旬
情
迷
六
義
、
然
而
猶
携
君
之
風
骨
養
我
之
露
命
、

　
　
　
　

再
遇
中
興
之
節
、
将
動
下
愚
之
性
而
已

　
　

歳
よ
れ
る
お
も
て
の
浪
も
忘
ら
れ
て
こ
こ
ろ
は
和
歌
の
浦
に
か
へ
り
ぬ
（
九
四
七
）

　

九
四
六
番
歌
は
『
句
題
百
首
』
の
歌
で
、「
遊
女
不
定
宿
」
の
題
か
ら
「
遊
女
」
に
対
応
す
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

九
四
七
番
歌
は
「
老
人
」
と
い
う
題
で
は
な
い
が
、詞
書
に
「
齢
及
七
旬
」
と
七
〇
に
お
よ
ぶ
年
齢
、初
句
に
「
歳
よ
れ
る
お
も
て
の
浪
も
」

と
皺
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら「
老
人
」題
と
内
容
が
重
な
る
。さ
ら
に
、こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は「
情
迷
六
義
」と
い
う
文
で
あ
る
。「
六

義
」
と
は
『
古
今
集
』
両
序
に
い
う
和
歌
の
六
義
の
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
「
迷
う
」
つ
ま
り
は
和
歌
に
心
を
ま
ど
わ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
末
尾
は
無
常
・
白
で
あ
る
が
、
こ
の
配
列
が
『
貧
道
集
』
で
は
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
和

漢
朗
詠
集
』
無
常
の
冒
頭
に
は
、「
観
身
論
命）
25
（

」
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、『
貧
道
集
』
巻
末
（
雑
歌
部
・
九
七
四
〜
九
）
も
改
作
長
歌
の
前

に
「
観
身
論
命
」（
九
七
四
〜
八
）
が
配
列
さ
れ
て
い
る）
26
（

。
こ
の
よ
う
に
無
常
と
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、『
貧
道
集
』
の
改
作
長
歌
は
「
白
」

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
白
」
に
は
白
の
言
葉
・
概
念
が
入
っ
た
詩
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
改
作
長
歌
で

も
末
尾
で
「
黒
き
筋
な
き　

滝
の
糸
の
」
と
白
髪
を
詠
ん
で
い
る
。
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19 『貧道集』の編纂意図

　

そ
も
そ
も
「
白
」
と
は
何
を
示
し
た
題
な
の
だ
ろ
う
か
。
三
木
雅
博
氏
は
「『
白
』
は
『
終
わ
り
』
に
し
て
『
始
ま
り
』
の
意
味
を
持
っ
た

部
立
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
菅
野
禮
行
氏
は
「『
無
常
』
の
後
に
『
白
』
を
置
い
て
巻
を
終
え
た
公
任
の
思
い
は
、
鎮
魂
と
再
会
の
願
い

を
こ
め
た
も
の
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る）
27
（

。
教
長
が
改
作
長
歌
を
「
白
」
と
し
て
末
尾
に
配
列
し
た
の
も
、
崇
徳
院
の
鎮
魂
と
来

世
に
お
け
る
再
会
を
願
っ
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ǽ
ǽ̡
ᶫ
ȝ
ɢ
ɝ
Ⱦ

　

本
稿
で
は
、
藤
原
教
長
の
『
貧
道
集
』
雑
部
を
中
心
に
見
な
が
ら
、
そ
の
編
纂
意
図
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
意
図
は
、
雑
部
巻
末
長

歌
の
改
作
に
よ
り
「
四
恩
」
の
う
ち
三
宝
（
僧
宝
）
と
し
て
崇
徳
院
を
捉
え
直
し
、
そ
の
長
歌
を
「
白
」
題
と
し
て
『
貧
道
集
』
末
尾
に

配
列
す
る
こ
と
で
、
鎮
魂
と
来
世
で
の
再
会
と
を
願
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
長
の
「
十
楽
歌
」
に
は
、『
古
今
集
』
真
名

序
の
論
理
に
仏
教
を
重
ね
、
歌
語
に
仏
教
語
を
重
ね
る
こ
と
で
、
仏
教
の
概
念
を
取
り
込
み
和
歌
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
崇
徳

院
と
教
長
を
つ
な
ぐ
和
歌
を
よ
り
普
遍
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
営
為
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

教
長
は
、
現
世
か
ら
は
も
う
「
思
ひ
離
れ
」
る
が
、
来
世
も
〈
同
じ
〉
く
崇
徳
院
に
仕
え
る
こ
と
、
現
世
も
来
世
も
「
く
る
く
る
君
に

つ
か
ふ
」
そ
の
〈
真
〉
に
保
つ
た
め
に
〈
祈
り
〉〈
願
う
〉
長
歌
を
詠
っ
た
。
そ
の
〈
祈
り
〉〈
願
い
〉
が
、歌
語
に
そ
れ
ま
で
と
は
〈
違
う
〉 

意
味
づ
け
を
与
え
、
和
歌
そ
の
も
の
を
〈
変
化
〉
さ
せ
て
い
く
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
文
化
に
お
け
る
〈
同
じ
〉
と
〈
違
う
〉
と

の
交
響
の
系
譜
の
一
端
が
、
こ
こ
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
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ᜲ

　
（
１ 
）
G
．ベ
イ
ト
ソ
ン
「
目
的
意
識
が
ヒ
ト
の
適
応
に
及
ぼ
す
影
響
」（『
精
神
の
生
態
学
』
改
訂
第
2
版
、
新
思
索
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

原
書
一
九
七
二
年
）。

　
（
２ 

）『
前
参
議
教
長
卿
集
』
と
も
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
和
歌
本
文
の
引
用
は
、
私
家
集
を
『
私
家
集
大
成
』（
日
本
文
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ

図
書
館
）、
そ
れ
以
外
を
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書
館
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
引
用
の
際
に
漢
字
を
あ
て
る

な
ど
私
に
表
記
を
変
え
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、『
貧
道
集
』
の
漢
文
箇
所
は
先
行
研
究
な
ど
を
ふ
ま
え
、
私
に
訓
読
し
た
。

　
（
３ 

）
藤
原
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
序
（
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
写
本
）。
本
文
は
京
都
大
学
電
子
図
書
館
に
よ
る
。

　
（
４ 

）
辰
巳
正
明
「
曹
丕
と
日
本
文
学
」（『
日
本
文
学
論
究
』
七
四
冊
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
（
５ 

）
多
賀
宗
隼
「
参
議
藤
原
教
長
傳
」（『
鎌
倉
時
代
の
思
想
と
文
化
』
目
黒
書
店
、
一
九
四
六
年
。
初
出
一
九
三
九
年
四
月
）。
岩
橋

小
彌
太
「
藤
原
教
長
」（『
国
語
と
国
文
学
』
三
〇
巻
一
二
号
、
一
九
五
三
年
十
二
月
）。
髙
﨑
由
里
「
藤
原
教
長
年
譜
」（『
立
教
大

学
日
本
文
学
』
五
六
、一
九
八
六
年
七
月
）。

　
（
６ 

）
こ
れ
ら
『
古
今
集
』
書
写
や
注
釈
に
つ
い
て
は
浅
田
徹
氏
ら
に
よ
り
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
浅
田
徹
「
教
長
古
今
集
注
に
つ
い

て
―
伝
授
と
注
釈
書
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
二
二
号
、
一
九
九
七
年
六
月
）、
浅
田
徹
「
教
長
古
今
集
注
と
始
発
期
古
今
伝
授

の
諸
問
題
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
七
七
号
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
な
ど
。

　
（
７ 

）『
百
練
抄
』
八
・
高
倉
院
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
七
月
二
十
九
日
条
「
讃
岐
院
奉
號
崇
徳
院
、
宇
治
左
府
贈
官
位
（
太
政
大

臣
正
一
位
）、
事
宣
下
、　

天
下
不
静
、
依
有
彼
怨
霊
」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）。

　
（
８ 

）『
私
家
集
大
成
』
解
題
（
松
野
陽
一
執
筆
。
明
治
書
院
、一
九
七
五
年
）。
な
お
、松
野
陽
一
「
安
元
・
治
承
成
立
の
歌
集
群
」（『
鳥
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箒　

千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
九
五
年
）
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
（
９ 
）
教
長
の
家
集
お
よ
び
和
歌
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
今
ま
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
以
下
の
も
の
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　

・
西
村
洋
子
「
教
長
の
和
歌
の
世
界
」（『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
五
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

　
　
　

・
黒
田
彰
子
「
貧
道
集
に
つ
い
て
」（『
俊
成
論
の
た
め
に
』 

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

　
　
　

・
黒
田
彰
子
「
貧
道
集
の
題
詠
歌
」（『
俊
成
論
の
た
め
に
』。
初
出
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）

　
　
　

・
黒
田
彰
子
「
教
長
の
古
典
摂
取
」（『
俊
成
論
の
た
め
に
』。 

初
出
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）

　
　
　

・ 

稲
田
利
徳「
藤
原
教
長
の「
貧
道
集
」と「
伊
勢
物
語
」」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』一
一
五
号
、二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）

　
　
　

・
拙
稿
「
藤
原
教
長
「
十
楽
歌
」
の
形
成
」（『
万
葉
集
と
東
ア
ジ
ア
』
2
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）

　
　
　

・
金
子
英
和
「
藤
原
教
長
十
楽
詠
を
め
ぐ
っ
て
」（
和
歌
文
学
会
例
会
口
頭
発
表
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

　
　
　

・ 

太
田
克
也
「
藤
原
教
長
の
初
学
期
の
周
辺
―
興
福
寺
歌
壇
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
一
一
一
号
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

　
（
10 

）
注
5
髙
﨑
論
文
。

　
（
11 

）
注
9
黒
田
「
貧
道
集
に
つ
い
て
」。

　
（
12 

）
同
右
黒
田
論
文
。
な
お
、『
句
題
百
首
』
に
つ
い
て
は
、
藏
中
さ
や
か
「
崇
徳
院
句
題
百
首
考
」（『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究

〈
大
江
千
里
集 

和
歌
一
字
抄
〉』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
一
九
九
四
年
）
参
照
。

　
（
13 

）
松
野
陽
一
「
組
題
構
成
意
識
の
確
立
と
継
承
」（『
鳥
箒
』、
初
出
一
九
七
四
年
一
月
）。

　
（
14 

）『
岩
波
仏
教
辞
典
』
第
二
版
。「
中
国
で
は
早
く
か
ら
用
例
が
見
え
る
」
と
さ
れ
る
。
日
本
の
古
例
と
し
て
は
、「
伝
教
大
師
消
息
」

や
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻
第
一
「
贈
野
陸
州
歌 

并
序
」
に
既
に
認
め
ら
れ
る
。
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（
15 

）
本
文
は
大
正
蔵
、
訓
読
文
は
岩
波
日
本
思
想
大
系
に
よ
っ
た
。

　
（
16 

）
注
3
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
序
。
私
に
訓
読
し
た
。

　
（
17 
）
注
3
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
巻
一
・
四
七
番
歌
。
こ
の
箇
所
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一
上
「
序
分
」
の
「
繋
縁
法
界
一
念
法
界
。

一
色
一
香
無
非
中
道
。
己
界
及
佛
界
衆
生
界
亦
然
（
縁
を
法
界
に
繋
け
、
念
を
法
界
に
一
う
す
、
一
色
一
香
も
中
道
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
な
し
。
己
界
お
よ
び
仏
界
、
衆
生
界
も
ま
た
し
か
り
）」（
大
正
蔵
。
訓
読
は
岩
波
文
庫
に
よ
る
）
に
対
応
す
る
。
ま
た
、「
翻

し
て
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
仏
事
・
五
八
八
・
白
居
易
を
踏
ま
え
て
い
る
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）。

　
　
　

願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
誤
（
願
は
く
は
今
生
世
俗
文
字
の
業　

狂
言
綺
語
の
誤
り
を
以
て
）

　
　
　

飜
為
当
来
世
世
讃
仏
乗
之
因
転
法
輪
之
縁
（
飜
し
て
当
来
世
世
讃
仏
乗
の
因　

転
法
輪
の
縁
と
為
む
）　　

白

　
（
18 

）
岡
崎
真
紀
子
「
顕
昭
の
歌
学
と
音
韻
相
通
説
」（『
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』
二
九
号
、二
〇
一
四
年
三
月
）

　
（
19 

）
拙
稿
「『
法
華
経
』
を
詠
ん
だ
和
歌
―『
法
華
経
』
と
歌
枕
と
の
共
鳴
」（『
聖
な
る
声
―
和
歌
に
ひ
そ
む
力
』
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
和
歌
の
「
内
」
と
「
外
」
を
つ
な
げ
る
、
ま
た
は
重
ね
る
行
為
と
し
て
、
慈
円
が
法
華
経
廿
八
品
歌

で
歌
枕
を
読
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
（
20 

）
訴
嘆
調
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
忠
美
「
曾
禰
好
忠
の
訴
嘆
調
の
形
成
―
古
今
集
時
代
専
門
歌
人
か
ら
の
系
譜
―
」（『
平
安
和
歌
史

論
』
桜
楓
社　

一
九
六
七
年
）
参
照
。

　
（
21 

）
空
海
「
仏
経
を
講
演
し
て
四
恩
の
徳
を
報
ず
る
表
白 
一
首
」『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻
第
八
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、

岩
波
書
店
）。『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
は
、
巻
一
〜
七
を
空
海
の
弟
子
真
済
が
編
纂
、
巻
八
〜
十
を
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
に
仁

和
寺
の
学
匠
・
済
暹
が
補
綴
し
て
い
る
。

　
　
　
　

 

又
、
夫
れ
此
の
身
は
虚
空
よ
り
化
生
す
る
に
も
非
ず
、
大
地
よ
り
変
現
す
る
に
も
非
ず
。
必
ず
四
恩
の
徳
に
資
け
ら
れ
て
是こ

こ
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に
五ご
お
ん陰
の
体
を
保
つ
。
所
謂
四
恩
と
は
一
に
は
父
母
、
二
に
は
国
王
、
三
に
は
衆
生
、
四
に
は
三
宝
な
り
。〈
略
〉
父
母
我
を

生
ず
と
云
ふ
と
雖
も
、
若
し
国
主
無
く
は
強
弱
相
戦
ひ
、
貴
賎
劫こ
ふ
だ
つ奪

し
て
身し

ん
み
や
う命

保
ち
難
く
、
財
宝
何
ぞ
守
ら
む
。
万ば

ん
せ
い生

の

室し
つ
た
く宅
を
安
む
じ
、四
海
の
康か
う
さ
い哉
を
与
ふ
。
其
の
官
邑
を
封
じ
、其
の
爵
禄
を
授
く
。
現げ
ん
ぜ世
の
顕け
ん
え
い栄
を
な
し
、後
葉
の
美
声
を
流
す
、

国
王
の
力
只
能
く
然
ら
し
む
。〈
略
〉
風ほ
の
か

に
聞
く
、
三
世
の
如
来
、
十
方
の
菩
薩
、
四
恩
の
徳
を
報
じ
て
悉
く
菩
提
を
證
す
。

　
（
22 

）
増
補
本
系
『
長
秋
詠
藻
』
五
八
一
〜
五
八
四
番
歌
（
古
典
文
庫
）。
崇
徳
院
か
ら
の
長
歌
は
、「
崇
徳
院
讃
州
に
し
て
隠
れ
さ
せ

給
て
後
、
御
供
な
り
け
る
人
の
辺
よ
り
伝
え
て
、
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
あ
り
し
と
て
、
折
紙
に
御
宸
筆
な
り
け
る
物
を
伝
へ
送
ら
れ

た
り
し
な
り
」
と
い
う
詞
書
の
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

 〈
前
略
〉
一
た
び
南な

も無
と 
い
ふ
人
を 

捨
て
ぬ
光
に 

誘
は
れ
て 

玉
を
つ
ら
ぬ
る 

こ
の
し
た
に 

花
ふ
り
し
か
ん 

時
に
あ
は
ば 

契
お
な
じ
き 

身
と
な
り
て 
む
な
し
き
色
に 

染
め
お
き
し 

言
の
葉
ご
と
に 

ひ
る
が
へ
し 

ま
こ
と
の
法
と 

な
さ
ん
ま
で 

あ

ひ
語
ら
は
む 

こ
と
を
の
み 

思
ふ
心
を 

知
る
や
知
ら
ず
や
（
五
八
一
）

　
　
　

 

花
が
降
り
敷
く
と
は
極
楽
往
生
を
意
味
し
、
傍
線
部
は
注
14
『
和
漢
朗
詠
集
』
白
居
易
の
句
を
ふ
ま
え
る
。
極
楽
往
生
し
た
来

世
に
お
い
て
和
歌
が
仏
法
と
な
る
ま
で
語
り
明
か
し
た
い
、
そ
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
か
と
、
崇
徳
院
は
俊
成
に
詠
み

か
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
俊
成
は
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

 〈
前
略
〉
後
の
世
に
だ
に 

契
り
あ
り
て 

蓮
の
池
に 
生
ま
れ
あ
は
ば 

昔
も
今
も 

こ
の
道
に 

心
を
ひ
か
む 

緒
人
は 

こ
の
言
の

葉
を 

縁
と
し
て 

同
じ
御
国
に 

誘
は
ざ
ら
め
や
（
五
八
三
）

　
　
　

崇
徳
院
、
俊
成
と
も
に
、
現
世
で
は
も
う
叶
う
は
ず
の
な
い
、
昔
と
〈
同
じ
〉
関
係
の
再
来
を
来
世
に
願
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
（
23 

）
渡
部
泰
明
「
藤
原
俊
成　

和
歌
に
み
る
生
と
死
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
八
一
六
、一
九
九
九
年
五
月
）。

　
（
24 

）
注
13
松
野
論
文
。
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（
25 

）『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
無
常
・
七
八
九
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

　
　
　
　

観
身
岸
額
離
根
草
（
身
を
観
ず
れ
ば
岸
の
額
に
根
を
離
れ
た
る
草
）

　
　
　
　

論
命
江
頭
不
繋
舟
（
命
を
論
ず
れ
ば
江
の
頭
の
繋
が
ざ
る
舟
）　　
　

羅
維

　
（
26 
） 『
貧
道
集
』
雑
・
九
七
四
〜
九
七
八
番
歌
・
観
身
論
「
観
身
論
命
旦
暮
在
近
、
述
懐
言
志
心
情
、
᫻
休
但
寄
源
流
⳽
呈
雑
体
（
以

下
、
混
本
歌
・
長
歌
（
短
歌
）・
旋
頭
歌
・
短
歌
（
長
歌
）・
返
歌
が
続
く
）」

　
（
27 

）
三
木
雅
博
「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
部
立
「
白
」
に
関
す
る
考
察
」（『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
、
初

出
一
九
九
三
年
）。
菅
野
禮
行「
部
立「
白
」に
関
す
る
試
論
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
和
漢
朗
詠
集
』小
学
館
、一
九
九
九
年
）。
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